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業績予想修正に関するお知らせ 

 

平成20年4月24日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．平成 21 年 3 月期第 2四半期累計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 9 月 30 日）業績予想数値

の修正 

【 連 結 】                              

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり

四半期純利益

前回発表予想(Ａ) 

(平成 20 年 4 月 24 日発表) 

百万円 

180,000 

百万円 

6,700 

百万円 

6,600 

百万円 

3,500 

円 銭 

31.38 

今回修正予想(Ｂ) 180,800 7,700 7,800 3,900 34.96 

増 減 額(Ｂ－Ａ) 800 1,000 1,200 400 3.58 

増 減 率 (％) 0.4 14.9 18.2 11.4 11.4 

(ご参考) 

前期実績(平成 20年 3月期中間期) 
165,932 6,675 6,868 3,586 32.15 

 

【 個 別 】                               

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり

四半期純利益

前回発表予想(Ａ) 

(平成 20 年 4 月 24 日発表) 

百万円 

123,000 

百万円 

3,200 

百万円 

4,500 

百万円 

2,700 

円 銭 

24.20 

今回修正予想(Ｂ) 122,800 4,200 5,600 3,400 30.48 

増 減 額(Ｂ－Ａ) -200 1,000 1,100 700 6.28 

増 減 率 (％) -0.2 31.3 24.4 25.9 26.0 

(ご参考) 

前期実績(平成 20年 3月期中間期) 
120,559 3,629 4,796 2,953 26.47 

 

 

 

 



２．平成 21 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 

【 連 結 】                              

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり

当期純利益

前回発表予想(Ａ) 

(平成 20 年 4 月 24 日発表) 

百万円 

370,000 

百万円 

15,000 

百万円 

14,800 

百万円 

7,800 

円 銭 

69.92 

今回修正予想(Ｂ) 370,000 15,400 15,400 8,200 73.51 

増 減 額(Ｂ－Ａ) 0 400 600 400 3.59 

増 減 率 (％) 0 2.7 4.1 5.1 5.1 

(ご参考) 

前期実績(平成 20 年 3月期) 
338,217 14,002 14,280 7,747 69.45 

 

【 個 別 】                               

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり

当期純利益

前回発表予想(Ａ) 

(平成 20 年 4 月 24 日発表) 

百万円 

254,000 

百万円 

7,200 

百万円 

8,800 

百万円 

5,300 

円 銭 

47.51 

今回修正予想(Ｂ) 250,000 8,300 10,000 5,800 51.99 

増 減 額(Ｂ－Ａ) -4,000 1,100 1,200 500 4.48 

増 減 率 (％) -1.6 15.3 13.6 9.4 9.4 

(ご参考) 

前期実績(平成 20 年 3月期) 
245,442 7,975 9,390 5,523 49.51 

 

 

３．修正の理由 

 

 (１) 第 2 四半期累計期間 

当第 2四半期累計期間の売上（連結・個別）は、期初の予想通りに推移したため、ほぼ前回発表し

た予想数値となりました。 

利益（連結・個別）については作業生産性向上など不採算・低収益事業の改善を図ったことなどに

より、前回発表した予想数値を上回る見込みとなりました。 

 

 (２)通期 

通期売上（連結・個別）は、景気の悪化による影響を新規受注で補い、ほぼ前回発表した予想数値

となる見込みです。 

利益（連結・個別）については、作業生産性向上など不採算・低収益事業の改善を図ったことなど

により、前回発表した予想数値を上回る見込みとなりました。 

 

 

以  上 

 

（注）上記の予想値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 

実際の業績は今後のさまざまな要因により異なる結果となることがあります。 


